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本学における情報教育機器及び情報通信を活用した効果的な授業教材の作成
支援を行うとともに、eラーニング教育の推進及び支援を行うことを目的として、
平成23年度よりeラーニング推進センターを設置しています。

eラーニング推進センターでは、これまで授業等を動画収録しそ
れを配信することを主な業務として実施してきました。

例えば昨年度は仏教学や情報リテラシー基礎などの通常授業や公
開講座、英文学科留学プログラム報告会、法学部の模擬裁判などを
収録し配信しました。

他にも情報リテラシー応用のための事前学習用教材を作成したり、栄養クリニックで保
管されている膨大な量のレシピをデータベース化する作業を手伝ったりしています。

今年度は上記のような事業に加えて、名称の通り本学においてeラーニングを推進する役割を担えれ
ばと考えています。

eラーニングとはIT（情報技術）を利用した学習一般を指す言葉で、近年広く知られるようになった
アクティブラーニングの手段としても注目されています。

例えば電子教科書を利用した授業形態やオンラインで予復習の成果をチェックできる仕組みの構築な
ど授業時間外でのITの利用や、クリッカーやSNSのリアルタイム性を利用した教室内（授業時間内）でのIT活用など、たく
さんのことを試してみたいと思います。

また、それらの事業を進めるにあたり、学内外の方々に活動内容等を知っていただき、特に学内の方々には当センターに親
しんでいただくことが重要です。

そのための広報誌（ニュースレター）発行も計画し、ただいま制作中です。

これらの作業はITスキルに長けた非常勤スタッフ（１名）と学生アルバイト数名によっ
て成り立っており、とても感謝しています。

また、当センターの事務を請け負ってくださっている学部事務課の皆さま、その他関係者
の皆さまにも感謝いたします。

当センターはS校舎２階東端にあるS206で活動しています。
毎週水曜・金曜が主な活動日ですので、興味を持たれた方はぜひお気軽にお訪ねください。
また、@kwu_elearningでときどきtweetしています。

〔eラーニング推進センター長　宮下　健輔（現代社会学部現代社会学科教授）〕
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受賞対象授業名……Post-Study Abroad Seminar
曜日・講時…………水曜日３講時開講
担当者名……………ジョン・カンベルラーセン
所属学部・学科……文学部英文学科

　授業の取り組みや工夫などについて

このクラスは、海外留学から帰国した学生の為に設けました。
言語と文化という２つの側面に焦点を当てています。多くの学生は、海外で習得した言語能力は帰国後に衰え始めると

感じています。
これは英語の授業を取っているにも関わらず、授業以外で英語を使用する機会が少ないからです。留学中は日常的な触

れ合いの中で英語を使用し、実践的な会話力が上達します。私は、学生達はこのような社交的目的の為に英語を使う時間
を全ての授業で持つべきだと決めました。全ての授業の始めに‘student talk time’を設けました。この時間は（通常
30分程）学生達は誰とでもどんな話題でも自由に英語で話をします。学生達は会話を続けていくのに、話題を選択した
り交渉したりする能力を持たなければならないので、これは貴重な練習になると気づきます。これらのスキルは文法や語

　平成27年度前期　京都女子大学『学生アンケートによる優秀授業賞』の受賞について

平成27年度前期の学生による「授業アンケート」より、アンケート集計結果を活用して、学生から高い評価を得ている授業を
選出し、顕彰することとしました。

今回８名の教員が京都女子大学『学生アンケートによる優秀授業賞』を受賞され、平成28年３月23日㈬、本学A校舎大学新会
議室にて表彰式を行い、学長より表彰楯が贈呈されました。

なお、受賞された教員には本学の授業改善活動に資するため、「授業紹介シート（授業の取り組みや工夫など）」の執筆にご協力
いただきましたので、ご紹介いたします。

※「授業紹介シート」は本学ホームページ（http://www.kyoto-wu.ac.jp/）から“大学案内”を選択いただいた後、“教育の特色”
項目内の“ＦＤ活動”ページからも閲覧いただくことができます。

授 業 区 分 ①
受講者数が25名以上～ 49名以下の開講授業
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彙を向上させるスキルと同様に重要で、何よりも、学生たちが海外の生活で上達させ使用していたスキルです。学生達は
自分にとって大切なことを話せるこのような機会を楽しんでいるようにみえ、しばしば教師も言語の‘専門家’ではなく、
参加者として会話に関与しました。

第二に、授業で文化について話をする時間を多く取っています。海外での経験について、表面的ではなく批判的に考え、
分析するように学生達を促しました。学生達は海外生活の経験を議論するだけでなく、日本に帰国 して再び日本文化を
見つめ直す機会となります。このことによって自分の文化に対して批判的で分析的な見方ができるようになり、自分の前
提や価値観を問い直すこととなります。目的は、１つの文化だけを促進するのではなく、複数の文化の違い（と一致）を
深く理解し、ステレオタイプや浅い逸話を避け、冷静かつ客 観的に文化の問題を議論する為の方法を身につけることです。
学生達は教師の手助けを得ながら、小グループで議論しました。教室の雰囲気は生き生きとリラックスしており、学生達
はこのコースの目的を理解しているように見えました。

※ジョン・カンベルラーセン先生には、上記と同じ内容で英語での執筆もいただいており、本学ホームページの“ＦＤ活動”ペー
ジにて掲載しています。

受賞対象授業名……アパレル製作実習
曜日・講時…………木曜日４—５講時開講
担当者名……………青木　美保子
所属学部・学科……家政学部生活造形学科

　授業の取り組みや工夫などについて

この授業は基本的な形のスカートとブラウスの製作を行うという基礎的な実習ですが、すべての衣服製作の基礎となる
技術を学びますし、課題にどう取り組むかという点においても、今後の製作関連の実習に大きく影響する授業です。です
から「最初が肝心」の姿勢で、以下のようなことに配慮しています。

◆基礎の大切さを理解する。

最初の授業で衣服製作関連授業の内容を記した一覧表を配布し、２回生、３回生とステップアップする授業があり、こ
の授業が、自在に服作りができるようになるための基礎実習であることを理解させる。

◆少ない課題で、多くの縫製技法を学ぶ。

限られた時間数のなかで様々な縫製技法を学ぶために、各縫製工程を解説する折に、実際に自らが使う技法以外にも
バリエーションがあることを、実物見本を示しながら解説する。

◆個人のレベルにあったバリエーション。

針の持ち方が分からない学生から、すでに衣服製作経験のある学生まで、個々のレベルに合わせ、ディテールのデザ
インや柄合わせ等で、課題のレベルを微調整する。

◆授業時間外のきめ細かな対応。

分からない時にいつでも質問できる体制をとっている（LSの協力が不可欠）。

◆失敗を楽しむ。

要尺が足りない、縫製途中で鍵裂き等、様々な失敗に対し、後悔や挫折感を味あわせないよう、デザイン変更や装飾
の工夫を提案し、モティベーションを維持させる。

◆「ものづくりは大変だけど楽しい」を体験する。

最終授業では、錦華殿で、モデル気分の撮影会を行い、達成感、満足感を十分に味あわせる。
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受賞対象授業名……学校保健
曜日・講時…………火曜日２講時開講
担当者名……………鹿間　久美子
所属学部・学科……家政学部生活福祉学科

　授業の取り組みや工夫などについて

本科目では、学校保健、学校安全及び食育についての基本を学びます。関連する学校教育法や旧学校保健法等の改正を
受け、文部科学省通知の発出や学習指導要領の改訂も踏まえて、歴史や法令等にも触れます。従って養護教諭を目指す２
回生にとって、必要性は理解しているものの、取り付き難い科目であることは否めません。

そこで、教科書は、教育実習及び教員採用試験専門科目の対策としても活用でき、さらに現場では養護教諭執務の拠り
所となるような、「学校保健実務必携」を使用しています。本書は、1500ページに及ぶ学校保健・安全に関する実務の解
説書になっていますので、授業開始後1か月が経過するまでに、50枚程度の項目見出しの貼付を架しています。授業では、
スライドを使い資料を配布しますが、同時に教科書の早引きも行いますので、見出しの貼付には積極的な姿が見られます。

授業は、４分割して、導入は学校保健や子供の健康に関するニュースや話題を紹介し、動機づけを行います。次に、前
回提出された、本時の学び・講義への評価・質問・意見・教員へのコメントを記載するワークシートの中から注目する内
容を紹介し、解説や補足を行います。展開では教科書の抜粋をスライド資料として配布し、重要なポイントをマークして
いく作業を行います。その際、重要な内容については現場の養護教諭の活動状況がリアルに感じられるような、教員自身
の経験やエピソードを付け加えながら解説を行うため、印象に残りやすいようです。また、保健教育の章においては、学
生を生徒に見立てた模擬授業など参加型の手法を取り入れ、これまでの学校生活において自身が学校保健といかに身近に
かかわってきたのか体験し、自分化が図れるように工夫しています。授業のまとめではワークシートを記載して本時を振
り返ることで、次の授業につながるようにしています。

前述したように教科書は膨大な量であっても、多くの学生は、現在および将来に向けて重要な内容と捉えて、授業後の
質問も多く寄せられています。また、授業時間外の予習復習に加え、関心を持ったテーマにおいては調べ学習にも積極的
に取り組む様子がうかがわれました。

また、３回生科目の看護技術や精神保健などでも、学校保健に関する学びを想起・結合させながら、スパイラルに取り
入れ、学校保健、学校安全及び食育の基本的な理解についての完成を目指しています。

受賞対象授業名……国語科教育方法論
曜日・講時…………木曜日５講時開講
担当者名……………井上　一郎
所属学部・学科……発達教育学部教育学科

　授業の取り組みや工夫などについて

本講義は，国語科教育について，実際の教育現場に応じ，理論的にも，実践的にも対応できる能力を養成することを目
的とする。現行学習指導要領における国語科の目標が，実生活に生きて働く能力，各教科等に働く能力，生涯学習に役立
つ能力を求め，なおかつアクティブ・ラーニングに基づく学習指導要領改訂の方向を打ち出しているのを見据え，学生を
アクティブ・ラーナーになれるように講義の工夫を行っている。
●　３領域１事項に分節された指導内容について理解を深めるとともに，それらを具体化する指導方法について，教材

授 業 区 分 ②
受講者数が50名以上～ 99名以下の開講授業
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受賞対象授業名……基礎調理学
曜日・講時…………火曜日５講時開講
担当者名……………米浪　直子
所属学部・学科……家政学部食物栄養学科

　授業の取り組みや工夫などについて

アクティブ・ラーニングという指導法に関心が寄せられています。アクティブ・ラーニングとは、①自主的・主体的な
学びの展開、②協同的な学びの展開、③課題解決型の学びの展開を実践するものです。最近、小学校から大学までその取
り組みが盛んに行われるようになってきました。本学でも研修会が行われ、それに参加したのをきっかけに、授業改善の
ために実施してみることにしました。今回の授業評価はその成果が出たものだと思っています。

　本授業は、食物栄養学科の１回生を対象とした必須の専門科目です。専門用語やカタカナの成分名が多く、テキスト
を読んでいるだけでは分かりにくく退屈してしまいます。再履修者も多く、単位が取りにくい科目です。そのため、これ
までにパワーポイントを使って写真を見せながら説明したり、課題をいろいろ出して予習復習をさせたり、ゲストスピー
カーによる授業も行って工夫してきましたが、あまり効果が上がりませんでした。

今回は、私が若いころに海外の大学で学んだ授業にヒントを得て、独自のアクティブ・ラーニングを実施してみました。
その主なポイントは次のとおりでした。

①　最初に授業のコンセプト、勉強方法を説明する。
②　図式化したモデルを板書する。
③　事例を挙げて説明する。
④　学生同士で話し合いをさせる。
⑤　学生の意見をきく。
⑥　大事なキーワードを繰り返し説明する。
⑦　学生に復唱させる。

学生と教員が同じ目線で話し合いのできる、実践的な学びができる授業を目指しました。

研究，学習指導案の作成，模擬授業の授業研究等を通した実践力の習得について，講義と演習を交互に行うようにした。
知識の習得と演習を繰り返すようにしている。

●　学校において行う司会グループを編成し，毎週交代しながら講義の最初に「前時の復習」と「今週の講義内容」を「学
習の目あて」(教員から事前または当日説明)として確認させた後，本時の学習方法と時間配分を教員から説明し，講義
内容をメタ認知できるようにしている。

● 　課題を出したときは，パーソナルワーク→グループワーク→クラスワークへと高次化しながら考えさせ，最終的に
教師が複数解や最善解を示し，一般化や体系化を図るようにする。ワーキングの時間には，教室内を机間指導したり，
質問に回答するように心がけたりしている。

●　まとまった知識は，テキストによって解説するが，実感するために教科書教材の実例を使用したり，ワークシート等
を開発，配布したりして自己学習させるようにしている。

●　授業への出席は毎回必ず確認すること，遅刻や私語，居眠り等をしたりしてはいけないこと等を講義最初に明確に説
明し，講義中にそのような事例があった場合は注意するようにしている。ただし，楽しい感じがもてるように解説等は
ユーモアをまじえて話すように心がけている。

●　学習指導案を書いて模擬授業を経験させ，そこから実際の現場とどのような相違があり，改善が必要かを解説している。
●　テキスト理解とノートの整理や復習に時間を割くように指導したことも効果を上げていると考えられる。
●　教育学専攻の専門講義であることから，教師になるために何が必要かということをできる限り実際に現場で起きてい

る事例から再三再四説明するようにしている。
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受賞対象授業名……教養科目B（芸術と表現３）
曜日・講時…………木曜日２講時開講
担当者名……………前﨑　信也
所属学部・学科……家政学部生活造形学科

　授業の取り組みや工夫などについて

授業内容
芸術の授業を行い学生にアンケートをとると、まず間違いなく「私は美的センスがないのでわからない」という意見を

目にします。しかし、芸術の専門家が芸術を評価する際に「美しさ」で作品の評価をすることは実はあまりありません。
文化や芸術の評価には客観的な判断基準があり、その基準を知ることにより理解できるものになります。このような観点
から本授業は「美しさ」以外の芸術の見方について学びます。毎回異なった視点で、様々な文化や芸術作品が評価されて
いる仕組みを読み解いていく講義形式の授業です。全学部対象の授業ですので、専門分野に関わらず、受講した学生に「文
化や芸術は難しくない」と意識し、教養を深めてもらうことができれば目的達成です。
取り組み・工夫

  現代の文化・芸術を取り巻く国内外の最新の動向を中心に紹介しています。画像を多く使用したパワーポイントを使っ
た授業です。学生を一時間半惹きつけることのできるよう、話し方、ストーリー展開、スライドの構成を工夫しています。
同じ理由で、インターネット上の情報やビデオを利用するなど、多くのメディアを効率よく活用するようにしています。

受賞対象授業名……家族経済論
曜日・講時…………木曜日３講時開講
担当者名……………坂爪　聡子
所属学部・学科……現代社会学部現代社会学科

　授業の取り組みや工夫などについて

本講義は、「結婚」「出生」「既婚女性の就業選択」の３テーマを取り上げ、その選択行動について理論的に解説し、高
度経済成長期以降の「晩婚化・非婚化」「少子化」「既婚女性の就業選択の変化」の要因、さらに今後の対策や社会のあり
方について経済学的に考えるという流れで進めています。

講義で意識していることは次の３点です。第１に、初回の講義で「経済学の基本的な考え方」について説明し、その考
え方に従いすべてのテーマについて上記の流れで説明するということでパターン化することにより、理解しやすいように
心がけています。第２に、理論の部分と、それに基づいた現実の説明のバランスに気をつけています。現実の説明にはデー
タを集めた配布資料や実証分析の結果、具体例を用いています。現実を理論と関連づけて説明することにより、理論の理
解を深め、同時に現実を経済学的視点から見る面白さを感じられるように努めています。第３に、学生・社会の関心や現
状の変化に対応して、講義で紹介するデータや実証分析など講義内容を見直しています。この見直しには、できる限り時
間をかけるようにしています。

授 業 区 分 ③
受講者数が100名以上の開講授業
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受賞対象授業名……簿記Ⅰ
曜日・講時…………金曜日１講時開講
担当者名……………掛谷　純子
所属学部・学科……現代社会学部現代社会学科

　授業の取り組みや工夫などについて

簿記については、社会人で必要となるスキルであるという認識があると同時に、難しそうだというイメージもあるよう
です。そのため、最初のうちは会計特有の言葉をわかりやすい言葉に言い換えながら授業を進めています。また、取り扱
う題材が「企業（個人商店）の取引」であるため、学生にとってはイメージしにくいと思われます。そこで、例えば「商
品の仕入」を説明する際には、具体的にペットボトル飲料を見せながら、「飲料を販売している商店が、これを１本50円
で100本仕入れてきたとしたら…」というように、具体的にイメージしながら内容を理解できるよう配慮しています。

簿記を理解するにあたっては、問題演習が重要となるため、日商簿記検定の受験を促すとともに、毎回宿題を課すなど、
自主的に問題を解く時間を取ってもらうよう配慮しています。しかし、受講生が大人数のためフォローができていない部
分があり、その点が今後の検討課題です。

今回、このような賞をいただきましたが、まだまだ足りない部分が多くあると感じております。学生の意見を幅広く聞
くとともに、他の先生方からご指導いただきながら、引き続き授業の改善に努めていきたいと考えております。

　ＦＤ推進　活動レポート

　１　平成27年度後期「授業アンケート」の実施
授業の改善、教育の質向上に資することを目的として、平成27年度後期授業期間に「授業アンケート」を実施しました。

【後期】実施期間：平成27年12月７日㈪～平成28年１月20日㈬
対象科目：平成27年度後期開講科目
　　　　　（後前半開講科目、受講者数10名未満の科目（希望する場合は実施可）は除く）
実施件数：１，１３７科目（なお、所見の提出は８８３科目〔※平成28年５月25日時点〕）

※科目数について…専任教員は、受講者数が10名以上のすべての担当授業（「演習科目」を含む）について実施。
　　　　　　非常勤講師は、任意に選択した１科目（１クラス）以上。

★「授業アンケート」の所見及び授業別の集計結果を本学Ｗｅｂ上に公開しています！
「授業アンケート」の集計結果に基づき執筆された所見について、６月初旬より学内Ｗｅｂ上に公開しています。
具体的な閲覧方法については、学内Ｗｅｂの「修学Ｑ＆Ａ」を選択の上、「授業評価所見を見たい」をクリックすると

検索方法をご覧いただけますので、ご利用ください。

また、学生へのアンケート結果の公表及び学生の授業選択に資するため、自由記述項目入力データを除く授業別の個別
集計結果についても学内Ｗｅｂ上に公開しています。学内Ｗｅｂの「学籍・修学」ページ内にて公開していますので、ご
利用ください。

【検索方法（概略）】
①KWIINS CLASSにログインする。
②画面右上の「授業評価所見」をクリッ

クし、授業評価所見検索画面に入る。
③教員名から検索する場合は「教員検索」

をクリックし、担当者名を選択する。
　（教員検索は教員名を直接入力しても

検索できません。必ず「教員検索」か
ら検索してください。また、科目名か
ら検索する場合は科目名を入力してく
ださい。）

④「検索」をクリックし、表示された科
目を選択すると所見が表示されます。

授業評価所見をクリックKWIINS CLASSにログイン
【学内Ｗｅｂ画面】 【KWIINS CLASS画面】
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ＦＤ推進にかかる取り組みについて、ご意見・ご要望
などがございましたら、お気軽に事務局（ＦＤ推進セン
ター）までご連絡ください。

また、ＦＤ推進委員会の委員の先生方を通じてご案内
しております、他大学・団体等が開催するセミナーやシ
ンポジウム等につきましても、ＦＤへの理解を深める一
助として、是非ご参加くださいますようよろしくお願い
いたします。

❖発行日
平成₂₈年７月₂₆日

❖発行者
京都女子大学ＦＤ推進委員会

❖事務局
教務部学部事務課　ＦＤ推進センター
TEL : 075-531-7045、9121
E-mail : gakuji@kyoto-wu.ac.jp　　（学部事務課）

nisiyama@kyoto-wu.ac.jp（担当：西山）

お
わ
り
に

前期授業期間におきまして、お忙しい中、授業の公開・参観にご協力を賜り、ありがとうございました。
つきまして、今後の公開授業・参観実施の参考とさせていただきたく、アンケートにご回答いただき、下記提出先までご提出く

ださいますよう、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　質問項目
　　（１）前期授業期間中に、授業の公開を行われましたか。

　　 また、公開いただいた場合はその授業名を、さらに参観者があった場合は、その人数をお聞かせください。
（２）前期授業期間中に、公開授業の参観を行われましたか。
　　 また、参観を行った場合は、授業名・担当教員名についてお聞かせください。

（３）授業の公開・参観に関するご感想や、お気づきの点等がございましたらお聞かせください。
　　 ※但し、個人を誹謗中傷するようなご意見はお控えください。

　提 出 先
　　教務部学部事務課　ＦＤ推進センター（担当：西山）

e-mail：gakuji@kyoto-wu.ac.jp

　平成２８年度前期「授業の公開・参観についてのアンケート」へのご協力について

役　職 氏　名
学長、全学自己点検・評価委員会委員長 林　　　忠　行
文学部長 山　田　雅　彦
発達教育学部長 森　　　繁　男
家政学部長 中　山　玲　子
現代社会学部長 鳥　谷　一　生
法学部長 福　井　　　厚
文学研究科委員長 中　前　正　志
発達教育学研究科委員長 谷　川　至　孝

役　職 所　属 氏　名
委 員 長 英文学科 石　川　圭　一
副委員長 外国語準学科 加　藤　　　聰
委　　員 国文学科・文学研究科 坂　本　信　道
委　　員 史学科 桑　山　由　文
委　　員 教育学科教育学専攻 村　井　尚　子
委　　員 教育学科心理学専攻 下　津　咲　絵
委　　員 教育学科音楽教育学専攻 ガハプカ　奈美
委　　員 児童学科 松　崎　行　代
委　　員 食物栄養学科 寄　本　　　明
委　　員 生活造形学科・家政学研究科 青　木　美保子

役　職 所　属 氏　名
委　　員 生活福祉学科 正　野　良　幸
委　　員 現代社会学科 森　久　　　聡
委　　員 法学科・法学研究科 岡　田　　　愛
委　　員 発達教育学研究科 箱　田　裕　司
委　　員 現代社会研究科 坂　爪　聡　子
委　　員 図書館司書課程 桂　　　まに子
委　　員 教務部長 諸　岡　晴　美
委　　員 教務部次長・教務課長 阿　部　純　宏
委　　員 学部事務課長 髙　堂　順　子

役　職 氏　名
家政学研究科委員長 八　田　　　一
現代社会研究科委員長 西　尾　久美子
法学研究科委員長 大　隈　義　和
教務部長 諸　岡　晴　美
総務部長 吉　川　大　栄
ＦＤ推進委員会委員長 石　川　圭　一
図書館司書課程 桂　　　まに子

●Ｆ Ｄ 委 員 会

●ＦＤ推進委員会


